
◉本研修によって習得が期待できるスキル・ノウハウ
▷人事評価が「マネジメント」の根幹であることを改めて理解いただけます

多くの企業様におかれまして、人事評価は「やらされ感」の強い業務の一つ
と言われております。しかしながら、管理職の職務の最も大切なことは「マネ
ジメント」です。改めて人事評価がマネジメントの根幹であることをお伝えい
たします。

▷評価シミュレーションを取り入れ、陥りやすい傾向をつかんでいただけます
評価のシーンで良く言われている「評価者エラー」につき、数パターンの評

価シミュレーションを実際に行っていただくことで、各自が陥りやすいエラー
の傾向を自覚いただけます。これにより、実際の評価場面での評価誤差をなる
べく小さくすることが期待できます。

▷年度当初の個人目標の設定についてのノウハウが身につきます
多くの企業様でご苦労されている課題の一つとして、人事評価における個人

目標の設定というお話をよく伺います。組織的にKPI指標等がある場合は比較的
容易ですが、定性目標化をせざるを得ない場合もございます。個人個人に見
合った目標となるよう、定量・定性目標の作成ノウハウをお伝えします。



◉カリキュラム（例）
※概ね3時間コースの場合（ロールプレイングを充実させた5時間コースも可能）
Chapter1：「人事評価」の基礎知識（貴社の評価マニュアルの内容を解説）
（1）人事評価の目的
（2）人事評価の活用

Chapter2：評価上での留意事項
（1）「能力・態度評価」編
（2）「業績評価」編
（3）ロールプレイング　①評価シミュレーション

Chapter3:業績評価の「目標」設定について
（1）個人目標の設定の基本的考え方
（2）定量目標の設定方法について
（3）定性目標の設定方法について

Chapter4：面談上での留意事項
（1）面談の重要性
（2）面談の進め方
（3）ロールプレイング　②疑似面談

見積概算 ※3時間コース×1コマの場合
20万円（＋交通費・宿泊費・税）

※コマ数、時間、お客様ニーズ等によって見積額が変動いたしますので、
事前の見積依頼をお願いいたします。

◇◆受講者の声◆◇
○マネジメントしていく中で「モノ、金」には限りが

あるが、「人」は育てていくことで活用できるこ
とを改めて実感した。

〇実際の評価シミュレーションをしてみて非常に
参考になった。

〇人事評価は人材育成であり、管理職の責務であ
るということを再認識した。

〇評価シミュレーションを行った結果、評価する側
でも差があることが実際に良く分かった。標準
化できるよう評価エラーがでないよう工夫した
い。


